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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の照明ユニットを有する照明ネットワークを制御するために照明管理システムによ
り実行される方法であって、
　前記照明ユニットの各々に対するサービス利用可能性に関する情報を照明運用部により
取得するステップと、
　前記照明ユニットの各々に対するサービス利用可能性に関する情報をマッピングして、
前記照明ユニットの各々の属性情報を有するサービス利用可能性情報マップを形成するス
テップと、
　前記サービス利用可能性情報マップに基づいて、サービス期間に対し、前記複数の照明
ユニットの各々に関するサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータのうち
の１以上を決定するステップと、
　前記照明ユニットのサービス領域における１以上のセルラ局に対して、前記サービス期
間に対し前記決定されたサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータの１以
上に従ってセルラ通信サービスを提供するステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　前記サービス期間に対するサービスセルラ運用部を複数のセルラ運用部から選択するス
テップを更に有し、これらセルラ運用部の各々が異なるセルラサービスプロバイダに対応
する請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記照明運用部が、環境情報及び監視情報のうちの１以上を前記決定されたサービス方
針、サービススケジュール及び動作パラメータの１以上に従って、選択された前記サービ
スセルラ運用部に供給するステップを更に有する請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記サービス期間に対して前記サービス方針、サービススケジュール及び動作パラメー
タの１以上に従って照明を供給するために前記複数の照明ユニットの照明器具を制御する
ステップを更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービスセルラ運用部が前記複数のセルラ運用部の１以上から受信される入札情報
に従って選択される請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記サービスセルラ運用部の加入者である１以上のセルラ局に対するセルラサービスを
、前記サービス期間の間においてのみ活性化させるステップを更に有する請求項５に記載
の方法。
【請求項７】
　前記サービス期間が経過したかを判定するステップと、
　前記サービス期間が経過したと判定された場合に、１以上のセルラ局の、前記照明ネッ
トワークの対応する通信装置から前記サービスセルラ運用部により制御されるセルラネッ
トワークの基地局へのハンドオフを実行するステップと、
を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　モバイル通信サービスを提供する照明システムであって、
　各々が無線通信部と照明を供給するための少なくとも１つの光源を含む照明器具とを有
する複数の照明ユニットであって、前記無線通信部が１以上のセルラ局に対してセルラ通
信サービスを提供するための基地局を有する複数の照明ユニットと、
　照明運用部と、
を有し、前記照明運用部が、
　前記照明ユニットの各々のサービス利用可能性に関する情報を取得し、
　前記照明ユニットの各々のサービス利用可能性に関する情報をマッピングして、前記照
明ユニットの各々の属性情報を含むサービス利用可能性情報マップを形成し、
　前記サービス利用可能性情報マップに基づいて、サービス期間に対する前記複数の照明
ユニットの各々に関するサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータの１以
上を決定し、
　前記照明ユニットのサービス領域における１以上のセルラ局に対して、前記サービス期
間に対し前記決定されたサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータの１以
上に従ってセルラ通信サービスを提供する、
照明システム。
【請求項９】
　前記照明運用部が、更に、前記サービス期間に対するサービスセルラ運用部を複数のセ
ルラ運用部から選択し、これらセルラ運用部の各々が、対応するセルラネットワークを制
御する異なるセルラサービスプロバイダに対応する請求項８に記載の照明システム。
【請求項１０】
　前記照明運用部が、更に、前記決定されたサービス方針、サービススケジュール及び動
作パラメータのうちの１以上に従って環境情報及び監視情報の１以上を、選択された前記
サービスセルラ運用部に供給する請求項９に記載の照明システム。
【請求項１１】
　前記照明運用部が、更に、前記サービス期間に対し前記サービス方針、サービススケジ
ュール及び動作パラメータの１以上に従って照明を行うために前記複数の照明ユニットの
照明器具を制御する請求項８に記載の照明システム。
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【請求項１２】
　前記照明運用部が、更に、前記サービスセルラ運用部を前記複数のセルラ運用部の１以
上から受信される入札情報に従って選択する請求項９に記載の照明システム。
【請求項１３】
　前記照明運用部が、更に、前記サービスセルラ運用部の加入者である１以上のセルラ局
に対するセルラサービスを、前記サービス期間の間においてのみ活性化させる請求項１２
に記載の照明システム。
【請求項１４】
　前記照明運用部が、
　前記サービス期間が経過したかを判定し、
　現在のサービス期間が経過したと判定された場合に、前記セルラ局の１以上を前記照明
ネットワークの対応する通信装置から前記サービスセルラ運用部により制御されるセルラ
ネットワークの基地局へハンドオフする、
請求項８に記載の照明システム。
【請求項１５】
　コンピュータ読取可能なメモリ媒体上に記憶される、モバイル通信サービスを提供する
ためのコンピュータプログラムであって、
　１以上の照明ユニットの各々のサービス利用可能性に関する情報を取得し、
　前記照明ユニットの各々のサービス利用可能性に関する情報をマッピングして、前記照
明ユニットの各々の属性情報を含むサービス利用可能性情報マップを形成し、
　前記サービス利用可能性情報マップに基づいて、サービス期間に対して、前記１以上の
照明ユニットの各々に対するサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータの
うちの１以上を決定し、
　前記照明ユニットのサービス領域における１以上のセルラ局に対して、前記サービス期
間に対し前記決定されたサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータの１以
上に従ってセルラ通信サービスを提供する、
プログラム部分を有するコンピュータプログラム。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明ネットワークに係り、更に詳細にはセルラ通信サービスをセルラ局（Ｃ
Ｓ）及び／又はセルラアプリケーション等のセルラユーザに動的に割り当てることができ
る強化された照明ネットワーク、並びに斯かる照明ネットワークを動作させる方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　典型的に、照明システムは照明を供給するために屋内及び屋外環境における電柱、壁、
天井、梁、ケーブル等の構造体に固定された複数の照明ユニット（ＬＵ）を有している。
これらＬＵは１以上の照明器具及び斯かる照明器具の動作を制御するための制御部を有す
る。通信技術が進歩するにつれて、照明システムはバックホール基盤設備（インフラ）を
介して照明管理のためにネットワークとの通信を可能にする有線又は無線通信フィーチャ
を組み込み始めた。照明システムのバックホールインフラは、インターネット等の主通信
ネットワークから典型的にはゲートウェイを介してローカルな照明システムまでのリンク
を含む。これらのリンクは、照明ユニット（又は複数の照明ユニット）とゲートウェイ自
身との間であり得るか、及び／又はゲートウェイに対する中継された通信のため及びロー
カル制御を可能にするためのような照明ユニット間のものであり得る。従って、これらの
照明システムは、当該照明システム中の照明器具を制御する（例えば、オン／オフする、
調光する等）ための照明管理目的で、ファイバ、電力線、イーサネット(登録商標)、Wi-F
i、ケーブル、超高速ＤＳＬ（ＶＤＳＬ）、ＲＦメッシュ、セルラ、可視光通信（ＶＬＣ
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）等の有線又は無線通信方法を介してのインターネット等の結合を用いて、バックホール
インフラを介してネットワークにアクセスすることができる。
【０００３】
　これらの照明システムはバックホールインフラを介してネットワークと通信することが
できるが、これら照明システムは、ネットワーク通信のプロバイダとは反して、これらネ
ットワークのユーザと見なされる。例えば、幾つかの屋外照明システムは屋外照明ネット
ワーク（ＯＬＮ）を形成し、該ＯＬＮは該ＯＬＮのＬＵのランプ動作（例えば、オン／オ
フ動作）だけを制御する遠隔照明管理システムと通信するためにセグメントコントローラ
等のゲートウェイを介してセルラネットワークにつながることができる（例えば、単一接
続）。このように、これらのＯＬＮは、セルラネットワークのプロバイダ及び／又はセル
ラサービスのプロバイダとは反して、通信ネットワークのユーザである。
【０００４】
　更に、ＣＳにセルラ通信サービスを提供する従来の基地局（ＢＳ）に関する場合、これ
らの基地局は、通常、屋上、塔又は他のタイプの構造物等の固定された位置に配置される
。基地局は、当該位置に従って通常は固定されている対応する基地局のサービス領域（Ｓ
Ａ）内の限られた数のＣＳに対してのみ、所望のサービス品質（ＱｏＳ）でセルラ通信サ
ービスを提供する。基地局のＳＡは、典型的には、特定の時間において当該ＳＡに対応す
る地理的領域内にいると予測される、予測される数のユーザ（例えば、ＣＳ）に基づいて
計算される。残念ながら、基地局のＳＡ内のＣＳの数が、スポーツイベント、コンサート
、屋内又は屋外イベント等の社会的集まりの間に起こり得るように、当該基地局の能力（
容量）を超えた場合、斯かる基地局はＣＳに対してセルラ通信サービスを提供することが
できないか、又は低いＱｏＳでしかセルラ通信サービスを提供することができず、これら
のいずれもＣＳのユーザに不便を掛け得る。
【０００５】
　好都合にも、屋内設備又は屋外設備に配置されているかに拘わらず、ＬＵは典型的には
基地局よりもＣＳに対して一層近くに配置される。ＣＳと斯かるＣＳにサービスを提供す
る基地局との間の距離は低減することが望ましい。何故なら、該距離が低減されるにつれ
て、これらの間の通信に要する電力も低減され得るからである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、基地局を地理的領域における通信需要に基づいて動的に割り当てることができ
るセルラ式通信システムに対する需要が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本システムの一態様によれば、複数の照明ユニット（ＬＵ）を有する照明ネットワーク
（ＬＮ）を制御する方法が開示され、該方法は、照明運用部（operator）により制御され
、該照明運用部は上記ＬＵの各々に対するサービス利用可能性に関する情報を取得し、該
ＬＵの各々に対するサービス利用可能性に関する情報をマッピングして、該ＬＵの各々の
属性情報を含むサービス利用可能性情報マップ（ＳＡＭ）を形成し、サービス期間（Ｔs
）に対して上記複数のＬＵの各々に関するサービス方針、サービススケジュール及び動作
パラメータのうちの１以上を決定し、及び／又はＴsに対し該決定されたサービス方針、
サービススケジュール及び動作パラメータのうちの１以上に従って上記ＬＵのサービス領
域における１以上のセルラ局（ＣＳ）に対してセルラ通信サービスを提供する。
【０００８】
　上記方法は、更に、上記サービス期間Ｔsに対するサービスセルラ運用部（ＳＣＯ）を
複数のセルラ運用部から選択するステップを含むことができ、各セルラ運用部は異なるセ
ルラサービスプロバイダに対応する。更に、当該方法が上記の決定されたサービス方針、
サービススケジュール及び動作パラメータのうちの１以上に従って環境及び監視情報のう
ちの１以上を供給するステップを含み得ることも考えられる。更に、当該方法が上記サー
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ビス期間Ｔsに対しサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータの１以上に
従って照明を行うように上記複数のＬＵの照明器具を制御するステップを含み得ることも
考えられる。更に、上記ＳＣＯは上記複数のセルラ運用部の１以上から受信される入札情
報に従って選択することができる。当該方法は、更に、前記ＳＡＭを複数のセルラ運用部
に供給するステップを含むことができる。当該方法は、更に、上記ＳＣＯの加入者である
ＣＳのセルラサービスを上記サービス期間Ｔsの間においてのみ活性化させるステップを
含むことができる。更に、当該方法は、上記サービス期間Ｔsが経過したかを判定するス
テップと、該サービス期間Ｔsが経過したと判定された場合に、ＣＳの当該照明ネットワ
ークの対応する基地局（ＢＳ）からＳＣＯにより制御されるセルラネットワークの基地局
へのハンドオフ（引き渡し）を実行するステップとを含むことができる。
【０００９】
　本システムの実施態様によれば、移動（モバイル）通信サービスを提供する照明システ
ムが開示され、該照明システムは、各々が無線通信部及び照明を供給する少なくとも１つ
の光源を含む照明器具を有する複数の照明ユニット（ＬＵ）であって、上記無線通信部が
１以上のセルラ局（ＣＳ）に対してセルラ通信サービスを提供するための基地局を含む複
数の照明ユニットと、照明運用部とを含むことができ、該照明運用部は、上記ＬＵの各々
に対するサービス利用可能性に関する情報を取得し、該ＬＵの各々に対するサービス利用
可能性に関する情報をマッピングして、該ＬＵの各々の属性情報を含むサービス利用可能
性情報マップ（ＳＡＭ）を形成し、サービス期間（Ｔs）に対して上記複数のＬＵの各々
に関するサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータのうちの１以上を決定
し、及び／又は上記サービス期間Ｔsに対し該決定されたサービス方針、サービススケジ
ュール及び動作パラメータのうちの１以上に従って上記ＬＵのサービス領域における１以
上のセルラ局（ＣＳ）に対してセルラ通信サービスを提供することができる。
【００１０】
　更に、上記照明運用部は、上記サービス期間Ｔsに対するサービスセルラ運用部（ＳＣ
Ｏ）を複数のセルラ運用部から選択することができ、各セルラ運用部が対応するセルラネ
ットワークを制御する異なるセルラサービスプロバイダに対応することが考えられる。更
に、上記照明運用部は、上記の決定されたサービス方針、サービススケジュール及び動作
パラメータのうちの１以上に従って環境及び監視情報のうちの１以上を供給することがで
きる。また、上記照明運用部は、上記サービス期間Ｔsに対しサービス方針、サービスス
ケジュール及び動作パラメータの１以上に従って照明を行うように前記複数のＬＵの照明
器具を制御することができることも考えられる。更に、上記照明運用部は上記ＳＣＯを上
記複数のセルラ運用部の１以上から受信される入札情報に従って選択することができる。
更に、上記照明運用部は、前記ＳＡＭを複数のセルラ運用部に供給することができる。ま
た、上記照明運用部は、更に上記ＳＣＯの加入者であるＣＳのセルラサービスを上記サー
ビス期間Ｔsの間においてのみ活性化させることができることも考えられる。また、上記
照明運用部は、上記サービス期間Ｔsが経過したかを判定し、及び／又は現サービス期間
Ｔsが経過したと判定された場合に、前記ＣＳの１以上を当該照明ネットワークの対応す
る基地局（ＢＳ）から上記ＳＣＯにより制御されるセルラネットワークの基地局へハンド
オフすることもできる。
【００１１】
　本システムの実施態様によれば、コンピュータ読取可能なメモリ媒体上に記憶されるコ
ンピュータプログラムが開示され、該コンピュータプログラムはモバイル通信サービスを
提供するように構成されるもので、前記ＬＵの各々のサービス利用可能性に関する情報を
取得し、該ＬＵの各々のサービス利用可能性に関する情報をマッピングして、該ＬＵの各
々の属性情報を含むサービス利用可能性情報マップ（ＳＡＭ）を形成し、サービス期間（
Ｔs）に対して上記複数のＬＵの各々に関するサービス方針、サービススケジュール及び
動作パラメータのうちの１以上を決定し、及び／又は上記サービス期間Ｔsに対し該決定
されたサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータのうちの１以上に従って
上記ＬＵのサービス領域における１以上のセルラ局（ＣＳ）に対してセルラ通信サービス
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を提供するように構成されたプログラム部分を含むことができる。
【００１２】
　上記プログラム部分は、更に、上記サービス期間Ｔsに対するサービスセルラ運用部（
ＳＣＯ）を複数のセルラ運用部から選択し、各セルラ運用部が異なるセルラサービスプロ
バイダに対応するように構成することができる。更に、上記プログラム部分は、上記の決
定されたサービス方針、サービススケジュール及び動作パラメータのうちの１以上に従っ
て環境及び監視情報のうちの１以上を供給するように構成することができる。更に、上記
プログラム部分は、上記サービス期間Ｔsに対しサービス方針、サービススケジュール及
び動作パラメータの１以上に従って照明を行うように前記複数のＬＵの照明器具を制御す
るよう構成することができる。
【００１３】
　本発明は、添付図面を参照して、例示として更に詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本システムの実施態様による照明システムを示す。
【図２】図２は、本システムの実施態様による照明システムを示す。
【図３】図３は、本システムの実施態様による処理を説明するフローチャートである。
【図４】図４は、本システムの実施態様による処理を説明するフローチャートである。
【図５】図５は、本システムの実施態様による処理を説明するフローチャートである。
【図６】図６は、本システムの実施態様によるシステムの部分（例えば、制御部、検索部
、物体認識部、画像キャプチャ部等）を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下は、後の図面と併用された場合に前述したフィーチャ及び利点並びにそれ以上のも
のを示す解説的実施態様の説明である。以下の説明においては、限定するというよりは説
明の目的で、アーキテクチャ、インターフェース、技術及び構成要素の属性等の例示的細
部を記述する。しかしながら、当業者であれば、これらの細部からは逸脱する他の実施態
様も添付請求項の範囲内に入ると理解されることは明らかであろう。更に、明瞭化の目的
で、良く知られている装置、回路、ツール、技術及び方法の詳細な説明は本システムの説
明を不明瞭にしないように省略される。また、図面は本システムの範囲を表すためではな
く解説の目的で含まれるものであると明確に理解されるべきである。尚、添付図面におい
て、異なる図における同様の符号は同様の構成要素を示すものであり得る。
【００１６】
　本システムの説明を簡略化するために、“動作的に結合され”及び“結合され”なる用
語並びにその成語要素は本明細書では装置及び／又は装置の部分の間の、本システムによ
る動作を可能にする接続を示すために使用されている。
【００１７】
　図１は、ハンドオフ動作の間で例示的に示された、本システムの実施態様による照明シ
ステム１００を示している。該照明システム１００は、セルラアクセスネットワーク１０
２、照明ネットワーク１１４及び複数のセルラ局１２２-1～１２２-N（全体として、１２
２-x）を含んでいる。セルラアクセスネットワーク１０２は複数の基地局１０４-1～１０
４-Mを含んでいる。照明ネットワーク１１４は複数の照明ユニット１１６-1～１１６-Y（
全体として、１１６-x）を含み、これら照明ユニットは照明動作を行う（例えば、区域に
対し照明を供給したり、信号機の信号等の形態で情報を供給する等）。照明ユニット１１
６-xはバックホールインフラ１３０を用いて互いに及び／又は通信ネットワーク１２４と
通信することができ、該バックホールインフラはサービスゲートウェイ１１８及び通信モ
ジュール１４０-1，１４０-2，…，１４０-Yとして示された照明ユニット通信モジュール
（例えば、当該照明ユニットのための送信器及び／又は受信器装置）を含む。通常、上記
通信モジュールは、ソフトウェア（プログラム）部を含み得る及び／又はソフトウェア（
プログラム）部により制御され得るハードウェア装置部から構成することができる。上記
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バックホールインフラは、１以上の部分の間（例えば、照明ユニットの間、及び／又は１
以上の照明ユニットと上記サービスゲートウェイとの間）に無線及び／又は有線通信を含
むことができる。対応する照明ユニット１１６-xの基地局の各々が、上記通信モジュール
を含むことができる。本システムの実施態様によれば、上記通信モジュールは、各々、バ
ックホールインフラと通信するための第１通信部と、モバイル／セルラユーザと通信する
ための第２通信部とを含むことができる。容易に理解されるように、所望なら、上記通信
モジュールを互いに統合することも考えられる。
【００１８】
　本システムの実施態様によれば、第１通信モジュールは、例えばファイバ、ケーブル、
ブロードバンド、無線周波数（ＲＦ）等の通信媒体上で例えばインターネットプロトコル
（ＩＰ）、非同期転送モード（ＡＴＭ）プロトコルに基づく通信を用いて前記バックホー
ルインフラ１３０と通信するように構成することができる。更に、第２通信モジュールは
、例えば対応するサービス期間Ｔsに対して協定されたサービス方針（例えば、サービス
品質（ＱｏＳ））、サービススケジュール及び／又は動作パラメータに従って対応するＣ
Ｓにセルラサービスを提供することを可能にするためにＣＳ１２２-xと無線で通信するよ
うに構成することができる。図示されるように、バックホールインフラは、自身とゲート
ウェイ１１８との間に直接結合を有さない照明ユニットのための中継通信を含むことがで
きる。このような例示的な中継結合が、照明ユニット１１６-1と照明ユニット１１６-2と
の間に示されている。本システムの実施態様によれば、通信ネットワーク１２４は、本明
細書において後述されるようにセルラ運用部（セルラ運用者）１０８及び照明運用部（照
明運用者）１１２に結合されるように図示されている。
【００１９】
　本システムの実施態様によれば、セルラ局（ＣＳ）１２２-3は、ハンドオフ動作（例え
ば、或るアクセスポイントから他のものへの切り替え）の間で図示されている。当該例示
的図示において、ＣＳ１２２-3はセルラアクセスネットワーク１０２の基地局（ＢＳ）１
０４-2から照明ユニット（ＬＵ）１１６-1の通信モジュール１４０-1へ切り替えている。
図示されたように、通信モジュール１４０-1は、照明ネットワーク１１４における対応す
るＬＵ１１６-1～１１６-Yの複数の通信モジュール（全体として、１４０-Y）のうちの１
つである。本システムの実施態様によれば、複数の通信モジュール１４０-Yのうちの１以
上は、バックホールインフラ１３０を介して照明動作のために使用されながら、ＣＳ１２
２-3等のユーザに対し協定サービス方針、サービススケジュール及び／又は動作パラメー
タ（例えば、接続性に関するパラメータ）に従って無線セルラ通信サービス及び／又は他
のアプリケーション（以下では、前後関係がそうでないと示さない限り、これらの1以上
を集合的にセルラサービスと称する）を提供するために使用することもできる。本システ
ムの実施態様によれば、動作パラメータは、対応するサービス期間Ｔsに対する周波数帯
域、ＭＩＭＯ／多（多入力及び多出力）アンテナモード、デュープレックス方式（例えば
、時分割デュープレックス（ＴＤＤ）対周波数分割デュープレックス（ＦＤＤ））、送信
電力等を含むことができる。同様に、他のＣＳ１２２-xも、必要な場合及び／又は望まし
い場合、セルラアクセスネットワーク１０２の１以上の基地局１０４-xと照明ネットワー
ク１１４の１以上の通信モジュール１４０-Yとの間でハンドオフを行うことができる。Ｃ
Ｓのハンドオフは、基となる通信プロトコル及びセルラアクセスネットワーク１０２のプ
ロバイダと照明ネットワーク１１４のプロバイダとの間のＱｏＳ同意を含むサービス契約
を含むハンドオフ手順により制御することができる。セルラアクセスネットワーク１０２
の基地局１０４-xは、当該セルラアクセスネットワーク１０２におけるＣＳ-xが無線セル
ラサービスを受けることができるサービス領域１０６を定めることができる。同様に、Ｌ
Ｕ１１６-xの通信モジュール１４０-Yは、当該照明ネットワーク１１４におけるＣＳ１２
２-xが本システムの実施態様に従ってセルラサービスを受けることができるサービス領域
１２０を定めることができる。
【００２０】
　照明運用部１１２は、複数の照明ユニット１１６-xの全体的動作を管理することができ
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ると共に、ＬＵ１１６-xと直接的に又は広域ネットワーク（ＷＡＮ）等のネットワーク１
２４を介して通信することができる。しかしながら、ネットワーク１２４がローカルエリ
アネットワーク（ＬＡＮ）等の他のネットワーク、及び／又はファイバ、電力線、イーサ
ネット(登録商標)、Wi-Fi、ケーブル、超高速ＤＳＬ（ＶＤＳＬ）、ＲＦメッシュ、セル
ラ、可視光線通信（ＶＬＣ）等の他の通信方法を含むことができることも考えられる。照
明運用部１１２は１以上のプロセッサを含むことができ、該プロセッサは、本システムの
１以上の処理を実行するように構成され得る１以上のプロセッサを含むことができる一方
、例えば照明ネットワーク１１４の資源を監視（track）及び／又は制御することができ
ると共に、該照明ネットワーク１１４に対する負荷を決定することができる。従って、照
明運用部１１２は、各照明ユニット１１６-xの位置、能力、利用可能な時間、利用可能な
帯域幅、資源、負荷等を監視することができると共に、対応するサービス利用可能性情報
（ＳＡＩ）を形成又は更新することができ、且つ、その後に該情報をマッピングして、例
えば当該ＳＡＩに従ってサービス利用可能性マップ（ＳＡＭ）を形成及び／又は更新する
ことができる。例えば、照明運用部１１２は、照明動作に対する現在及び／又は将来の帯
域幅要件を推定し、ＣＳに対して如何なる余剰帯域幅が利用可能であるかを決定すること
ができる。次いで、該照明運用部１１２は、上記ＳＡＩ及び／又はＳＡＭをセルラ運用部
１０８に供給することができ、該セルラ運用部はセルラアクセスネットワーク１０２を制
御することができ、及び／又は１以上のＣＳに対してサービスを提供することを欲し得る
。斯かる１以上のＣＳに対してサービスを提供する場合、照明運用部１１２は、１以上の
セルラ運用部１０８をサービスセルラ運用部（ＳＣＯ）として選択し、及び／又は対応す
るサービス期間Ｔsに対するサービススケジュール、サービス方針及び／又は動作パラメ
ータを決定する（例えば、交渉方法を介して）ためにサービス入札処理を実行することが
できる。サービスセルラ運用部は、図３を参照して後述されるようにセルラ運用部１０８
の１以上から選択することができるか、又は予め決定することができる（例えば、システ
ム設定に従って）。
【００２１】
　これら１以上のセルラ運用部１０８の各々は、セルラアクセスネットワーク１０２の対
応する１以上の基地局１０４-xを制御することができ、及び／又はセルラ通信サービスを
提供することができる。本システムの実施態様によれば、セルラアクセスネットワーク１
０２は複数のグループの基地局１０４-xを含むことができ、各グループを対応するセルラ
運用部１０８により制御することができる。
【００２２】
　照明運用部１１２に戻ると、対応するサービス期間Ｔsに対するサービス方針、サービ
ススケジュール及び／又はサービスパラメータを決定した後、照明運用部１１２は該運用
部が管理する各照明ユニット１１６-xにモバイルサービススケジュールをアップロード及
び／又は供給することができると共に、照明ユニット１１６-xの各々のサービス方針及び
／又は動作パラメータを構成（configure）することができる。本システムの実施態様に
よれば、上記サービスパラメータはサポートされるモバイルユーザの数、データレート、
パケット損失率、遅れ、ジッタ及び他のＱｏＳ関連パラメータを含むことができる。この
ようにして、照明運用部１１２は対応するサービス期間Ｔs（又は複数のＴs）の間におい
て対応するサービス方針、サービススケジュール及び／又はサービスパラメータに従って
セルラサービスを提供するように、ＬＵ１１６-xを整え（例えば、活性化等により）及び
／又は管理することができる。しかしながら、照明運用部１１２が、協定されたサービス
期間の間にセルラサービスを提供するために、1以上の選択されたセルラ運用部がモバイ
ルサービスを活性化し及びＬＵ１１６-x（又は選択されたＬＵ１１６-x）を管理すること
を可能にすることも考えられる。
【００２３】
　ＬＵ１１６-xに関していうと、これらＬＵはサービス要件を（例えばローカルな照明条
件に基づいて）決定し（例えば、１以上のセンサを用いて）、照明運用部１１２にサービ
ス利用可能性を報告することができる。上記サービス利用可能性は、利用可能な時間及び
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／又は能力に関する情報を含むことができる。例えば、本システムの実施態様によれば、
当該サービスは、１０台のＣＳを９～１０ＡＭにサービスし、２０台のＣＳを１０～１１
ＡＭにサービスすることを可能にすることができる。容易に理解することができるように
、このようにして、本システムは、所与の時間におけるサービス要件に基づいて所与の数
のＣＳをサービスすることができる。一般的に、サービス能力は、基地局１１６-xにより
サービスされるＣＳ１２２-xの最大数、照明ユニット１１６-xによりサポートされるアプ
リケーション（例えば、監視アプリケーション、環境アプリケーション等）、アクセス能
力（又は中継能力）、及び／又はバックホール能力を表すことができる。照明ユニット１
１６-xは、（例えば、サービスセルラ運用部の加入者である）ＣＳ１１２-x及びアプリケ
ーション等のユーザに対し、対応するサービス期間Ｔsに対してサービススケジュール、
サービス方針及び／又は動作パラメータに従ってセルラサービスを活性化し及び／又は提
供することができる。逆に、これら照明ユニット１１６-xは、サービス期間Ｔsが経過し
たと判定された場合、ユーザ（例えば、ＣＳ１２２-x及び／又はアプリケーション）に対
するサービスを停止することができる。
【００２４】
　従って、本システムは、ハンドオフ規則に従って並びに照明運用部１１２及び／又はＳ
ＣＯにより決定されたサービススケジュール及び／又はサービス方針に基づいてＣＳ１２
２-xのアクセスを管理すると共に該ＣＳ１２２-xのハンドオフを補助することができる。
更に、本システムは、モバイルトラフィックを管理することができると共に、モバイルユ
ーザ（例えば、ＣＳ１２２-x）、アプリケーションユーザ、照明ユーザ及び／又は緊急ユ
ーザ等の種々のユーザの間の優先度を処理することができる。
【００２５】
　図２は、本システムの実施態様による照明システム２００の概略図である。照明システ
ム２００は、ＣＳ１２２-2等のＣＳのセルラアクセスネットワーク１０２の基地局１０４
-M等の基地局１０４-xから照明ユニット１１６-2等の照明ユニット１１６-xへのハンドオ
フを、当該ＣＳ１２２-2が許可されたサービス期間Ｔsの間においてサポートすることが
できる。同様にして、照明システム２００は、ＣＳ１２２-3等のＣＳの照明ネットワーク
１１４の照明ユニット１１６-1等の照明ユニット１１６-xから基地局１０４-2等の基地局
１０４-xへのハンドオフを、ＣＳ１２２-3が基地局１０４-2のサービス領域に入った場合
又はＣＳ１２２-3が照明ユニット１１６-1若しくは照明ネットワーク１１４全般にアクセ
スすることを許可されていないことが検出された場合等の必要な場合にサポートすること
ができる。ＣＳは、例えば、ＣＳ１２２-3がサービスを受けることを許可された現サービ
ス期間Ｔsが経過した場合等に許可されない可能性がある。照明システム２００において
、バックホール処理は、図１に示したような照明運用部１１２とは反して、セルラ運用部
１０８によりサポートされると仮定されることに注意されたい。図示された例示的実施態
様において、照明ネットワーク自体はバックホールに関してはセルラネットワークに依存
する。しかしながら、該例示的実施態様において、当該照明ネットワークは、セルラアク
セスネットワーク１０２に対するＣＳのアクセスを照明ネットワーク１１４（該ネットワ
ークは、ＣＳ１２２-2の場合、該ＣＳ１２２-2へはセルラアクセスネットワーク１０２よ
り近い）を介して提供することによりセルラサービス能力を更に高めると共にモバイルユ
ーザのスループットを改善することができる。
【００２６】
　本システムの実施態様により実行される処理を、本システムの実施態様による処理３３
０を示すフローチャートである図３を参照して説明する。該処理３００は、前記ネットワ
ーク１２４等のネットワークを介して通信する１以上のコンピュータを用いて実行するこ
とができると共に、以下のステップの１以上を含むことができる。動作時において、当該
処理３００はステップ３０１の間に開始することができ、該ステップにおいて照明ネット
ワーク運用部３１２は照明ユニット３１６-x等の自身の管理される照明ユニットのサービ
ス利用可能性をマッピングすることができる。これは、例えば、照明ユニット３１６-xの
トラフィック／能力を直接的に及び／又は照明ユニットにより報告されて監視すると共に
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、対応するサービス利用可能性情報（ＳＡＩ）を形成又は更新することにより実施するこ
とができる。本システムの実施態様によれば、上記サービス利用可能性情報（ＳＡＩ）は
、照明ユニット３１６-xの各々に対する及び／又は各々からの通信を監視することにより
単独で又は付加的に決定することができる。照明ネットワーク運用部３１２は、照明ユニ
ット３１６-xの各々の決定されたサービス利用可能性に関する情報を記憶するためのデー
タベース（例えば、サービス利用可能性データベース）を形成又は更新することができる
。管理される照明ユニット３１６-xの全てのサービス利用可能性は、集合的に、照明ネッ
トワークモバイルサービスマップ又はサービス利用可能性マップ（ＳＡＭ）として知られ
得るもので、照明ユニット３１６-xの各々のサービス利用可能性を表すことができる。次
いで、該照明ネットワーク運用部３１２は上記ＳＡＭをＳＡＭデータベース等の当該シス
テムのメモリに記憶することができる。管理される照明ユニット３１６-xのうちの照明ユ
ニット３１６-xのサービス利用可能性は、下記の表１に示されるもののような属性により
表すことができると共に、当該ＳＡＭにおいて当該管理される照明ユニット３１６-xのう
ちの対応する照明ユニット３１６-xのエントリに従ってインデックス（索引付け）するこ
とができる。
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【表１】

【００２７】
　照明ネットワーク運用部３１２は、更に、当該照明ネットワーク内のサービス利用可能
性の変化（例えば、ネットワーク動作、構造、トラフィックパターンの変化による）を監
視することができると共に、変化（例えば、照明ネットワーク１１４内の）が検出された
場合に、それに応じてサービス利用可能性情報及び／又はＳＡＭを更新することができる
。例えば、内蔵セルラ通信モジュールを備える照明ユニット３１６-xが当該照明ネットワ
ークに追加され又は該ネットワーク内でアップグレードされたと判定された場合、照明ネ
ットワーク運用部３１２は、それに応じてＳＡＭを更新することができる。他の例は、当
該照明ネットワークにおいて保守等の特定の動作若しくはサービスが特定の領域において
実行されている、又は特定のイベントのための照明ユニット３１６-xの遠隔制御等により
、トラフィックパターンが変化した場合である。従って、このような変化（例えば、当該
照明ネットワーク内のトラフィックパターンの）が検出された場合、照明ネットワーク運
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用部３１２は該変化を反映すべくＳＡＭを更新することができる。従って、照明ネットワ
ーク運用部３１２は当該照明ネットワーク内の特定の変化を監視し、これらの特定の変化
が該照明ネットワーク内で検出された場合、該照明ネットワーク内のサービス利用可能性
を再分析し、該再分析されたサービス利用可能性に従ってＳＡＭを更新することができる
。ステップ３０１を完了した後、又はサービス期間Ｔsが経過したことが検出された場合
、当該処理はステップ３０３へと継続することができる。
【００２８】
　ステップ３０３の間において、照明ネットワーク運用部３１２は、特定のサービス領域
（例えば、照明ネットワークの）に対してサービスし、サービススケジュール、サービス
方針を交渉し、及び／又は動作パラメータを設定するために１以上のセルラ運用部３０８
を選択することができる。更に、照明ネットワーク運用部３１２は、管理される照明ユニ
ットから感知及び／又は取得された測定値に基づいて有効範囲領域（例えば、当該照明ネ
ットワークのサービス領域）内の測定されたセルラ有効範囲に関する情報（例えば、優秀
な、良好な又は間欠的な有効範囲、不感帯等）を取得することができると共に、これを例
えばＳＡＭを対応して更新することにより該ＳＡＭ内に表現することができる。照明ネッ
トワーク運用部３１２は、更に、該ＳＡＭを1以上の選択されたセルラ運用部３０８に如
何なる好適な方法（例えば、直接通信、Ｅメイル等）を用いて供給することもできる。こ
の場合、セルラ運用部３０８及び／又は照明ネットワーク運用部３１２は、分析（例えば
、シミュレーション及び／又はテストルーチンを含むことができる）を実行して、セルラ
ネットワーク（例えば、対応するセルラ運用部３０８の）によって使用するために当該照
明ネットワークによりどの程度の量の余剰サービス能力（ＥＳＣ）を供給することができ
るかを決定することができる。更に、セルラ運用部３０８は、算出された余剰サービス能
力（ＥＳＣ）を使用して該余剰サービス能力が領域から領域への及び時間から時間への当
該セルラ運用部の満たされない需要のギャップにどの程度貢献することができるかを判定
することができる。上記ＥＳＣを決定する際に、例えば、ＣＳ等のセルラユーザ３２２-x
が１以上の管理される照明ユニット３１６-xにアクセスするために許可されたセルラスペ
クトルを使用する場合、これは、所望に応じて対応するセルラ運用部３０８の１以上のセ
ルラネットワークとは別に又は該セルラネットワークと一緒に、上記照明ネットワークの
周波数計画及び最適化を含むことができる。上記余剰サービス能力の分析及びネットワー
ク最適化の結果は、下記の表２に示されるもののような一群の動作パラメータを含むこと
ができる。しかしながら、他の動作パラメータも考えることができ、所望に応じて当該シ
ステム及び／又はユーザにより決定することができる。ネットワーク最適化は本出願の範
囲を超えるものであるので、その詳細な説明は明瞭化のために行わない。
【表２】

【００２９】
　更に、照明ユニットによりサポートされ得る動作パラメータに関していうと、これら動
作パラメータは、管理される照明ユニット３１６-xの照明ユニット毎に変化し得る、例え
ばタイプ、製造元、モデル、ソフトウェア、伝送周波数等の対応する照明ユニットの動作
特性に基づいて変化し得る。
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【００３０】
　インフラ環境、ローカルな有効範囲の品質及び対応するセルラ運用部３０８により制御
されるセルラネットワークの有効範囲領域にわたるセルラユーザ３２２-xの分布が与えら
れた場合、照明ネットワークにより提供されるセルラサービスは、如何なる所与の時間及
び／又は位置においても、所与のセルラ運用部３０８にとっては他のセルラ運用部３０８
にとってよりも一層重要であり得る。従って、照明ネットワーク運用部３１２は、１以上
の対応するサービス期間Ｔsに対してサービスセルラ運用部（ＳＣＯ）となるべきセルラ
運用部３０８を、特定のサービススケジュール、サービス方針、サービス有効範囲（例え
ば、照明ユニット３１６-xの１以上のサービス領域により定義される）に対する最良価格
等の種々の評価基準に基づいて選択することができる。更に、照明ネットワーク運用部３
０８自身がセルラインフラのユーザ（例えば、コマンド及び／又は制御情報、監視情報、
環境情報、セルラ情報等を送信及び／又は受信するために使用され得るようなセルラサー
ビスの）であるような実施態様においては、照明ネットワーク運用部３０８は、当該セル
ラインフラ（従って、モバイルサービス）の使用に対して最少に課金すると共に所与のＴ
sに対するＳＣＯとしての返答サービスに対して最良の補償／割り戻しを提供するセルラ
運用部３０８を選択することができる。言い換えると、照明ネットワーク運用部３１２は
、所与のセルラ運用部３０８により提供されるサービスの互恵関係を考慮に入れることが
できる。
【００３１】
　従って、セルラ運用部３０８をＳＣＯとして選択するために、当該照明ネットワーク運
用部はサービス入札処理を実行することができ、該処理において、ネゴシエーション（交
渉）アプリケーションは該ＳＣＯを、当該ユーザ及び／又はシステムにより設定すること
が可能な、対応するサービス期間Ｔsの間において当該照明ネットワーク運用部及び／又
はＳＣＯにより提供されるサービスに関する価格、互恵関係、好ましい状態、帯域幅等の
種々の評価基準に基づいて選択することができる。これらの評価基準の各々は、更に、特
定の基準が他の基準よりも一層強調されるように重み付けすることができる。従って、本
システムの実施態様において、上記交渉アプリケーションは、セルラ運用部３０８の１以
上からサービスに関する入札を受けることができ、各セルラ運用部３０８を当該セルラ運
用部３０８により提出された入札に従ってランク付けすることができる。例えば、複数の
モバイルサービス運用部３０８の各々が同一のモバイルサービス（例えば、サービススケ
ジュール、サービス方針及び動作パラメータ）に対して入札を提出したと仮定すると、上
記交渉エンジンは最高の入札（例えば、最高の価格、最低の互恵関係費用等）を提出した
セルラ運用部３０８を最高にランク付けする一方、最低の入札を提出したセルラ運用部３
０８を最低にランク付けすることができる。次いで、該交渉エンジンは上記の最高にラン
ク付けされたセルラ運用部３０８をサービスセルラ運用部として選択することができる。
【００３２】
　上記サービススケジュール及びサービス方針は、サービス領域、関係する照明ユニット
３１６-x（例えば、サービスを提供する照明ユニット）、サービス期間Ｔs、サービス期
間Ｔsの間にサービスセルラ運用部として選択されたモバイル運用部３０８に許可された
サービス能力（例えば、時間当たりに照明ユニットにアクセスすることができるセルラユ
ーザ３２２-xの最大数及び／又は当該照明ネットワーク運用部のトラフィック容量等の利
用可能な帯域幅）のうちの１以上に関する情報を含む。上記サービス方針は、更に、サー
ビス期間Ｔsの間において資源をサービスセルラ運用部等の所与のセルラ運用部３０８に
より排他的に使用することができるか又は幾つかのセルラ運用部３０８により共用するこ
とができるかを示す情報、及び上記資源がサービスセルラ運用部等の単一のセルラ運用部
３０８に対して排他的でない場合における先着先使用等のアクセス方針を含むことができ
る。また、上記サービス方針は、トラフィック工学（traffic engineering）を示す情報
及びセルラユーザ３２２-x、照明ユーザ及び／又は緊急ユーザ等の種々のユーザの間での
優先処理規則も含むことができる。例えば、本システムの実施態様は、緊急ユーザが照明
ネットワーク運用部の帯域幅に対する最高の優先アクセスを受けることができるように構



(14) JP 6072812 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

成することができる。
【００３３】
　更に、照明ネットワーク運用部３１２は、照明ユニット３１６-xの論理ＩＤ／アドレス
及び／又は当該照明ネットワークに対するセキュリティ設定に関する情報（これら情報の
両者は明瞭化のためにIDSS情報と称する）を形成することができると共に、該IDSS情報を
サービスセルラ運用部（ＳＣＯ）として選択されたセルラ運用部３０８と交換することが
できる。従って、この場合、ＳＣＯはIDSS情報を自身のセルラユーザ３２２-x（例えば、
自身のＣＳ、アプリケーション等の加入者）と交換することができ、かくして、これらの
セルラユーザ３２２-xはサービス期間Ｔsの間に照明ネットワーク運用部３１２の照明ネ
ットワークを発見すると共に該照明ネットワークに安全にアクセスすることができる。
【００３４】
　ステップ３０３を完了した後、当該処理はステップ３０５へと継続することができ、該
ステップにおいて、照明ネットワーク運用部３１２はセルラサービスを起動することがで
き、及び／又は動作パラメータを構成することができる。従って、照明ネットワーク運用
部３１２は、ステップ３０３の間において、同意され及び／又は設定されたように前記サ
ービススケジュール及びサービス方針を照明ユニット３１６-xにアップロードすることが
できる。照明ネットワーク運用部３１２は、更に、当該照明ネットワークの関係する各照
明ユニット３１６-xの動作パラメータを、サービス期間Ｔsに対する動作パラメータに従
って構成することができる。この処理はリアルタイムで生じ得る（例えば、現サービス期
間の開始時及び／又は該サービス期間の開始に先立ち。望まれる場合及び／又は照明ユニ
ットが能力を有する場合、関係する照明ユニット３１６-xは自身を所与のサービス期間Ｔ
sに対する動作パラメータに従って自動的に構成することができる。）。
【００３５】
　ステップ３０７の間において、照明運用部３１２はＳＣＯとして選択されたセルラ運用
部３０８が対応するサービス期間Ｔsに対しサービススケジュール、サービス方針及び／
又は動作パラメータ通りにモバイルサービスを直接活性化すると共の照明ユニット３１６
-xの動作パラメータを構成することを可能にする。従って、照明運用部３１２はＳＣＯと
なるように選択されたセルラ運用部３０８に対して照明ユニット３１６-x（又は、サービ
スが当該照明ネットワークのサブサービス領域で供給されるべき場合は、照明ユニット３
１６-xのサブグループの特定の照明ユニット３１６-x）のマスタアドレス及びマスタセキ
ュリティキーを供給することができ、かくして、本システムの実施態様によれば、このセ
ルラ運用部３０８は上記照明ユニット３１６-xを直接管理することができると共に、動作
パラメータを直接変更することができる（例えば、照明運用部３１２の介入無しで）。上
記マスタセキュリティキーは、ここでは、装置管理のために使用され、本システムの実施
態様によれば、照明ユニット３１６-xと通信するためにユーザ（例えば、ＣＳ）により使
用されるものとは相違し得ることに注意されたい。
【００３６】
　ステップ３０７を完了した後、当該処理はステップ３０９へと継続することができ、該
ステップにおいて、該処理はユーザ（例えば、ＳＣＯの加入者であるＣＳ及び／又はアプ
リケーション）に供給されるセルラサービス（例えば、無線アクセス等）を現サービス期
間Ｔsに対するサービススケジュール、サービス方針及びサービスパラメータに従って管
理する。従って、関係する照明ユニット３１６-xはセルラ運用部３０８の加入者である（
又は該運用部により認可された）セルラユーザ３２２-xのアクセスを、現サービス期間Ｔ
ｓに対するサービススケジュール、サービス方針及び／又はサービスパラメータに従って
管理することができる。この点に関していうと、当該処理は、照明ユニット３１６-xの位
置（例えば、サービスを供給するために）、サービススケジュール及び／又は動作パラメ
ータ（例えば、動作周波数等）をＳＣＯの加入者であるセルラユーザに照明ネットワーク
及び／又はセルラネットワークを介して伝送することができ、かくして、これらセルラユ
ーザは強化されたサービスのために当該照明ネットワークにアクセスすることができる。
従って、セルラユーザ３２２-xはセルラ基地局と照明ユニットの基地局との間でハンドオ
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フルーチンの間に要求されてハンドオフをサービスの中断無しで行うことができる。この
ように、セルラユーザ３２２-xは、セルラユーザ（例えば、ＣＳ）が現在のサービス期間
Ｔsの間に照明ネットワークのサービス領域に入ったことが検出された場合、所望のセル
ラサービス及び／又はＱｏＳを得るためにセルラネットワークから照明ネットワークへ及
びその逆に積極的にハンドオフを行うことができる。同様に、セルラユーザ３２２-xは、
照明ネットワークのサービス領域内に最早居ない又は現サービス期間Ｔsが経過した場合
にセルラネットワークにハンドオフして（例えば、積極的に）戻すことができる。このよ
うにすることにより、セルラユーザ３２２-xは、照明ネットワークのサービス領域内又は
セルラネットワークの領域内であるかに拘わらず、セルラサービスリンクを継続して維持
することができる。
【００３７】
　図４は、本システムの実施態様による処理４００を示すフローチャートである。該処理
４００は、ネットワーク１２４等のネットワークを介して通信する１以上のコンピュータ
を用いて実行することができる。処理４００は、ＣＳ等の選択されたユーザに対してセル
ラサービスを動的に提供するために照明運用部及び／又はセルラ運用部により実行される
ステップを示す。処理４００は以下のステップの１以上を含み得る。動作時において、処
理４００はステップ４０１の間に開始し、ステップ４０３へと続くことができる。
【００３８】
　ステップ４０３の間において、照明運用部は、自身の制御の下で管理されるＬＵのサー
ビス利用可能性を監視し、先にステップ３０１の間で説明したような対応するＳＡＩ情報
及び／又はＳＡＭを形成することができる。ステップ４０３を完了した後、当該処理はス
テップ４０５へと続くことができる。該ステップ４０５の間において、当該処理は、１以
上のセルラ運用部をサービスセルラ運用部（ＳＣＯ）として選択し、及び／又は該ＳＣＯ
とサービススケジュール、サービス方針及び／又は動作パラメータを交渉するためにサー
ビス入札処理を実行することができる。従って、当該処理は、所望ならば、ステップ３０
３の間で説明したようなサービス入札を自動的に実行するために交渉アプリケーションを
利用することができる。ステップ４０５を完了した後、当該処理はステップ４０７へと続
くことができる。
【００３９】
　ステップ４０７の間において、当該処理は照明ユニットを、ステップ４０５の間に交渉
されたサービススケジュール、サービス方針及び／又は動作パラメータに従って構成する
ことができる。従って、当該処理は、上記の交渉されたサービススケジュール、サービス
方針及び／又は動作パラメータに関する情報を照明ユニットに送信することができ、及び
／又はＳＣＯに照明ネットワークのマスタアドレス及び／又はマスタセキュリティキー等
の該照明ユニットを制御するための情報を供給することができ、かくして、ＳＣＯは照明
ネットワークの対応する照明ユニットの動作パラメータを直接管理及び／又は変更するこ
とができる（例えば、照明ネットワーク運用部に斯かる変更を実行させることなく）。こ
の場合、照明ユニットは該情報（例えば、交渉されたサービススケジュール、サービス方
針及び／又は動作パラメータに関する情報）を受信し、自身を受信された情報（例えば、
サービススケジュール、サービス方針及び／又は動作パラメータ）に従って機能するよう
に構成することができ、当該ＳＣＯの加入者であるセルラユーザにセルラサービスを提供
するようにする。ステップ４０７を完了した後、当該処理はステップ４０９へと進むこと
ができ、該ステップにおいて終了する。
【００４０】
　図５は、本システムの実施態様による処理５００を示すフローチャートである。該処理
５００は、ネットワーク１２４等のネットワークを介して通信する１以上のコンピュータ
を用いて実行することができる。処理５００は、セルラユーザに対してセルラサービスを
動的に提供するために実行されるステップを示す。処理５００は以下のステップの１以上
を含み得る。動作時において、処理５００はステップ５０１の間において開始し、ステッ
プ５０３へと続くことができる。ステップ５０３の間において、照明運用部により制御さ
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れる照明ネットワークの照明ユニットは該照明運用部にサービス利用可能性を報告するこ
とができる。従って、照明運用部の照明ユニットは、サービス利用可能性を決定すると共
に、対応する情報を該照明運用部に報告することができ、次いで該照明運用部は対応する
ＳＡＩ及び／又はＳＡＭ情報を形成することができる。ステップ５０３を完了した後、当
該処理はステップ５０５へと続くことができる。
【００４１】
　ステップ５０５の間において、照明運用部及び／又はセルラ運用部（もし許可されたな
ら）は、照明運用部及び／又はセルラ運用部により制御されてサービススケジュール、サ
ービス方針及び／又は動作パラメータを設定することができる。従って、サービススケジ
ュール、サービス方針及び／又は動作パラメータは、サービス交渉処理（処理３００に関
して前述されたような）に従って及び／又は他の設定（例えば、ルックアップテーブルか
ら得られるシステム設定、ユーザ設定等）に従って設定することができる。ステップ５０
５を完了した後、当該処理はステップ５０７へと続くことができる。
【００４２】
　ステップ５０７の間において、当該処理はセルラ局（例えば、認可されたセルラ運用部
の）のアクセスを上記サービススケジュール及び／又はサービス方針に従って管理するこ
とができる。従って、照明運用部及び／又はセルラ運用部（もし認可されたなら）は、サ
ービススケジュール、サービス方針及び／又は動作パラメータに関する情報を照明ユニッ
トに送信して、該照明ユニットをセルラユーザに対してセルラサービスを提供するように
構成することができる。ステップ５０７を完了した後、当該処理はステップ５０９へと続
くことができる。ステップ５０９の間において、当該処理は、トラフィックを管理し、及
び／又はセルラ局、アプリケーション及び／又は緊急ユーザ（当該セルラ運用部の加入者
でないかも知れないセルラ局等）等の種々のセルラユーザの間における優先度を処理する
ことができると共に、照明サービスを提供することができる。ステップ５０９を完了した
後、当該処理はステップ５１１に進むことができ、該ステップにおいて終了する。
【００４３】
　図６は、本システムの実施態様によるシステム６００（例えば、照明ユニット、照明ユ
ニット通信モジュール、照明運用部（例えば、ネットワークサーバ等）、セルラ運用部（
例えば、ネットワークサーバ等）等）の一部を示す。例えば、本システムの一部は、メモ
リ６２０、ディスプレイ６３０、１以上のセンサ６６０及びユーザ入力部６７０に動作的
に結合されたプロセッサ６１０を含むことができる。センサ６６０は照明ユニットセンサ
及び環境センサ（例えば、温度計、気圧計、湿度計、空気品質センサ等）を含むことがで
き、これらセンサは対応するセンサ情報をプロセッサ６１０に供給することができる。こ
れらセンサ６６０はセンサ情報を供給することができ、該センサ情報は当該システムによ
り分析されて、サービス利用可能性、照明条件、環境条件、監視状況、温度等を決定する
ことができる。メモリ６２０は、アプリケーションデータ及び上述した処理に関係する他
のデータを記憶するための如何なるタイプの非一時的デバイスとすることもできる。上記
アプリケーションデータ及び他のデータはプロセッサ６１０により入力されて、本システ
ムに従って処理ステップを実行するように該プロセッサ６１０を構成（例えば、プログラ
ミング）する。このように構成されたプロセッサ６１０は、本システムに従って動作する
のに特に適した特殊目的マシンとなる。
【００４４】
　ユーザ入力部６７０は、キーボード、マウス、トラックボール又は接触感知性ディスプ
レイを含む他の装置を含むことができ、独立型のものとすることができるか、又はパーソ
ナルコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、携帯電話、スマートフ
ォン、セットトップボックス、テレビ若しくは何らかの動作リンクを介してプロセッサ６
１０と通信するための他の装置の一部のような、システムの一部とすることもできる。ユ
ーザ入力部６７０は、ここで説明するようにＵＩ内で対話を可能にすることを含み、プロ
セッサ６１０と対話するために動作することができる。明らかなように、プロセッサ６１
０、メモリ６２０、ディスプレイ６３０及び／又はユーザ入力装置６７０は、全て又は部
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分的に、コンピュータシステム、又は本明細書で説明するセルラ局、照明ユニット及び／
又は他の装置（例えば、セルラ運用部装置、照明運用部装置等）等の他の装置の一部とす
ることができる。
【００４５】
　本システムの方法は、コンピュータソフトウェアプログラムにより実行されるのに特に
適したものであり、斯かるプログラムは前述した又は本システムにより想定される個々の
ステップの１以上に対応するモジュールを含む。このようなプログラムは、勿論、集積化
チップ、周辺装置又はメモリ６２０若しくはプロセッサ６１０に結合された他のメモリ等
のコンピュータ読取可能な媒体内に具現化することができる。
【００４６】
　メモリ６２０に含まれる上記プログラム及び／又はプログラム部分は、ここに開示され
た方法、処理ステップ及び機能を実施化するようにプロセッサ６１０を構成する。上記メ
モリは分散させることができ、追加のプロセッサを設けることができる場合、上記プロセ
ッサ６１０も分散させることができるか又は単一とすることができる。上記メモリは、電
気、磁気若しくは光学メモリ又はこれらの何らかの組み合わせ、又は他のタイプの記憶装
置として実施化することができる。更に、“メモリ”なる用語は、プロセッサ６１０によ
りアクセスすることが可能なアドレス指定可能な空間におけるアドレスから読み出し又は
斯かるアドレスへ書き込むことが可能な如何なる情報も含むほど十分に広いものと見なさ
れるべきである。この定義によれば、例えば、ネットワークを介してアクセス可能な情報
も上記メモリ内となる。何故なら、プロセッサ６１０は該情報を本システムによる処理の
ために上記ネットワークから取り出すことができるからである。
【００４７】
　プロセッサ６１０は、ユーザ入力部６７０、センサ６６０からの入力信号に応答すると
共にネットワークの他の装置に応答して制御信号を供給し、及び／又は処理を実行し、且
つ、メモリ６２０に記憶された命令を実行する。プロセッサ６１０は、特定用途用又は汎
用集積回路とすることができる。更に、プロセッサ６１０は、本システムに従って動作す
る専用のプロセッサとすることができるか、又は多数の機能のうちの１つのみが本システ
ムに従って動作する汎用プロセッサとすることができる。プロセッサ６１０はプログラム
部分若しくは複数のプログラムセグメントを用いて動作することができ、及び／又は専用
の若しくは多目的の集積回路を用いたハードウェア装置とすることができる。
【００４８】
　このように、本システムの実施態様は、セルラサービスをセルラ局のユーザ、照明及び
／又はアプリケーション等のユーザに提供するために利用可能なセルラ及び照明インフラ
を最適化することができる。従って、本システムの実施態様は、モバイルサービス能力及
び需要を場所毎及び時間毎にマッピングし、余分な能力を、該余分な能力の使用を望み得
るセルラ運用部に提供することができる。言い換えると、本システムは、ユーザにサービ
スするために何時、何処で、どの程度の能力が利用可能であるかを決定することができる
と共に、この能力をセルラ運用部に提供することができ、かくして、該セルラ運用部は該
能力を自身の顧客（例えば、加入者等）に対して提供することができる。更に、本システ
ムの実施態様は、同意された（例えば、サービス入札処理を介して）ＱｏＳをモバイル広
帯域ユーザ、照明ユーザ、関連アプリケーション（例えば、照明監視、制御、監視、環境
監視等）及び／又は緊急ユーザ等の種々のユーザ及び運用部に供給するために、アクセス
制御を管理すると共にイベント／トラフィックの優先度を処理することができる。
【００４９】
　ここで述べたように照明ネットワークの照明ユニットに通信モジュールを組み込むこと
により、これら通信モジュールは、一般的に、典型的にセルラ局にサービスするアクセス
ポイント（例えば、基地局）よりも該通信モジュールがサービスを提供するセルラ局に一
層近くに配置され得る。更に、セルラサービス領域内のセルラ局と上記通信モジュールと
の間の距離を低減することにより、スループットを増加させることができる一方、電力消
費を低減することができる。従って、通信モジュールを照明ネットワークの照明ユニット
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内に含めることにより、該照明ネットワークはセルラ局のユーザに対するサービスを向上
させるように活用することができる。加えて、照明ユニットはユーザに対して、アクセス
、観察、照明ユニット（例えば、ユーザの家庭又は仕事環境等における）の制御、監視及
び／又は環境報告サービス等の追加のサービスを提供することができる。従って、本シス
テムの実施態様による照明ネットワークは、環境観察及び／又は監視能力を、当該照明ネ
ットワークと通信することが可能なセルラ局又は他の装置並びにアプリケーション等のユ
ーザに提供することができる。更に、照明ネットワークは、通信インフラを例えば基本的
照明及びエネルギ監視／制御のために使用するという自身の必要性を有している。統合さ
れた監視及び環境観察等の追加のサービスも照明ネットワークにより提供され得るが、勿
論、これは固有の帯域幅要件に依存する。
【００５０】
　幾つかの場合において、照明ネットワークは照明及び他の付加価値サービスをサポート
するためにセルラアクセスネットワークのセルラインフラに依存し、自身の専用のバック
ホールインフラを含むことができる。本システムの実施態様によれば、斯かるバックホー
ルインフラをセルラユーザに対してサービスを提供するために利用することができる。更
に、セルラ運用部は自身のネットワークに、照明及び照明ネットワーク上で動作するサー
ビスからのトラフィック等の一層多くのトラフィックを持ってくることに興味があるであ
ろうが、セルラインフラに対する全体的に増加する要求を満たすことは常に難題であり得
る。従って、本システムの実施態様は、セルラユーザに対してサービスを提供するために
１以上のセルラネットワークと一緒に動作するように構成することができる照明ネットワ
ークを提供するようなシステム及び／又は方法を提供する。更に、本システムの実施態様
は、照明ネットワークが自身のユーザ及び要求に応じての複数のセルラ運用部からのユー
ザの両方にサービスすることを可能にするように構成することができる。
【００５１】
　本システムの他の変形例は、当業者により容易に思いつくものであり、後の請求項に含
まれるものである。
【００５２】
　最後に、上述した説明は本システムの単なる例示であることを意図するものであり、添
付請求項を如何なる特定の実施態様又は実施態様の群に限定するものと見なしてはならな
い。このように、本システムを、例示的実施態様を参照して説明したが、当業者であれば
多数の変形例及び代替実施態様を、後述する請求項に記載された本システムの広い、意図
した趣旨及び範囲から逸脱することなく案出することができると理解されるべきである。
従って、明細書及び図面は解説的なものであると見なされるべきものであり、添付請求項
の範囲を限定することを意図するものではない。
【００５３】
　本明細書及び図面は解説的なものであると見なされるべきものであり、添付請求項の範
囲を限定することを意図するものではない。
【００５４】
　尚、添付請求項を解釈するに当たり：
　ａ）“有する”なる文言は、所与の請求項に記載されたもの以外の構成要素又はステッ
プの存在を排除するものではない；
　ｂ）単数形の構成要素は、複数の斯様な構成要素の存在を排除するものではない；
　ｃ）請求項における如何なる符号も、当該請求項の範囲を限定するものではない；
　ｄ）幾つかの“手段”は、同一の品目又はハードウェア若しくはソフトウェアで実施化
された構造若しくは機能により代表することができる；
　ｅ）開示された構成要素のいずれも、ハードウェア部分（例えば、個別及び集積電子回
路を含む）、ソフトウェア部分（例えば、コンピュータプログラミング）及びこれらの何
らかの組み合わせを含むことができる；
　ｆ）ハードウェア部分は、アナログ及びデジタル部分の一方又は両方を含むことができ
る；
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　ｇ）開示された装置及び該装置の一部のいずれも、そうでないと言及されない限り、更
なる部分へと一緒に結合し又は分離することができる；
　ｈ）特に言及しない限り、動作又はステップの特定の順序が必要とされることは意図さ
れていない；
　ｉ）“複数の”構成要素なる文言は、請求項に記載された構成要素の２以上を含み、構
成要素の如何なる特定の範囲又は数を意味するものではない。即ち、複数の構成要素は、
２個の構成要素程度に少なくすることもでき、膨大な数の構成要素を含むこともできる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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